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２２  医医師師確確保保計計画画のの全全体体像像  

○ 国の示す医師偏在指標に加え、京都府独自の分析により、医師の確保が必要な地域

等を設定します。 

○ 地域の医療現状を分析し、必要な医療提供体制の構築を検討するとともに、医師確

保の方針を定め、必要な施策に取り組みます。 

○ 本計画中、別に、産科及び小児科に係る医師確保について定め、また、外来医療に

ついても、地域で特に必要とされる医療機能等について定めます。 

３３  計計画画のの期期間間  

○ 本計画の期間は、令和２年（2020年）度から令和５年（2023年）度の４年間とし、

その後３年ごとに、ＰＤＣＡサイクル（目標設定→取組→評価→改善）に基づく見直 

しを行い、長期的には国が定める目標年である令和 18年（2036年）までに必要な医 

師の確保や医師偏在の是正を行うこととします。 

４４  医医師師確確保保計計画画にに基基づづくく施施策策のの実実施施体体制制  

○ 医療機関、大学、地域の医療関係者等から構成する京都府医療対策協議会において、 

医師確保計画に定める対策を具体的に実施するに当たっての協議・調整を行い、オー 

ル京都体制で取組を進めます。 

また、医師の働き方改革を踏まえた対応が必要とされることから、京都府医療勤務 

環境改善支援センター及び地域医療の機能分化・連携の方針等をふまえ、地域医療構 

想調整会議とも連携して施策を進めていきます。 
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（２）医療圏ごとの概況 ＜医師数の推移（平成18年（2006年）との比較＞

① 丹後医療圏

・総人口は14,307人（-13%）減少しました。医療施設に従事する医師数は、１人

（１%）増加しました。平成28年（2016年）の人口10万人当たり医師数は175.3人

であり、全国平均（240.1人）と比べて低いレベルにあります。人口10万人当た

り医師数は16%増え、その伸び率は全国平均（16%）と同程度となっています。

・病院医師は、４人（４%）増え、全国平均（20%）を下回る増加率、診療所医師

は、同期間に３人（-５%）減り、全国平均（８%）を下回る増加率となっていま

す。平成28年（2016年）の診療所医師割合は31%と、全国平均（34%）を下回っ

ています。

医師数の推移    （単位：人、％） 

丹後医療圏 
平成18年 平成28年 平成18年→平成28年 

実数 実数 増減数 増加率 

総人口 110,146 95,839 -14,307 -13

医療施設従事医師数 167 168 1 1 

  人口10万対医師数 151.6 175.3 23.7 16 

病院従事医師数 112 116 4 4 

  人口10万対医師数 101.7 121.0 19.4 19 

診療所従事医師数 55 52 -3 -5

  人口10万対医師数 49.9 54.3 4.3 9 

② 中丹医療圏

・総人口は15,375人（-７%）減少しました。医療施設に従事する医師数は２人

（０%）増加しました。平成28年（2016年）の人口10万人当たり医師数は217.2人

であり、全国平均（240.1人）と比べて低いレベルにあります。人口10万人当た

り医師数は８%増え、その伸び率は全国平均（16%）を下回っています。 

・病院医師は、８人（３%）増え、全国平均（20%）を下回る増加率、診療所医師

は、同期間に６人（-４%）減り、全国平均（８%）を下回る増加率となっていま

す。平成28年（2016年）の診療所医師割合は32%と、全国平均（34%）を下回っ

ています。

医師数の推移    （単位：人、％） 

中丹医療圏 
平成18年 平成28年 平成18年→平成28年 

実数 実数 増減数 増加率 

総人口 210,163 194,788 -15,375 -7

医療施設従事医師数 421 423 2 0 

  人口10万対医師数 200.3 217.2 16.8 8 

病院従事医師数 278 286 8 3 

  人口10万対医師数 132.3 146.8 14.5 11 

診療所従事医師数 143 137 -6 -4

  人口10万対医師数 68.0 70.3 2.3 3 
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③ 南丹医療圏

・総人口は11,168人（-７%）減少しました。医療施設に従事する医師数は２人

（-１%）減少しました。平成28年（2016年）の人口10万人当たり医師数は177.3

人であり、全国平均（240.1人）と比べて低いレベルにあります。人口10万人当

たり医師数は７%増え、その伸び率は全国平均（16%）を下回っています。 

・病院医師は、２人（１%）増え、全国平均（20%）を下回る増加率、診療所医師

は、同期間に４人（-４%）減り、全国平均（８%）を下回る増加率となっていま

す。平成28年（2016年）の診療所医師割合は36%と、全国平均（34%）を上回っ

ています。

医師数の推移  （単位：人、％）

南丹医療圏 
平成18年 平成28年 平成18年→平成28年 

実数 実数 増減数 増加率 

総人口 147,068 135,900 -11,168 -7

医療施設従事医師数 243 241 -2 -1

  人口10万対医師数 165.2 177.3 12.1 7 

病院従事医師数 152 154 2 1 

  人口10万対医師数 103.4 113.3 10.0 9 

診療所従事医師数 91 87 -4 -4

  人口10万対医師数 61.9 64.0 2.1 3 

④ 京都・乙訓医療圏

・総人口は1,530人（０%）増加しました。医療施設に従事する医師数は838人（15%）

増加しました。平成28年（2016年）の人口10万人当たり医師数は 394.6人であ

り、全国平均（240.1人）と比べて高いレベルにあります。人口10万人当たり

医師数は15%増え、その伸び率は全国平均（16%）を下回っています。 

・病院医師は、808人（22%）増え、全国平均（20%）を上回る増加率、診療所医

師は、同期間に30人（２%）増え、全国平均（８%）を下回る増加率となってい

ます。平成28年（2016年）の診療所医師割合は29%と、全国平均（34%）を下回

っています。

医師数の推移        （単位：人、％） 

京都・乙訓医療圏 
平成18年 平成28年 平成18年→平成28年 

実数 実数 増減数 増加率 

総人口 1,623,203 1,624,733 1,530 0 

医療施設従事医師数 5,573 6,411 838 15 

人口10万対医師数 343.3 394.6 51.3 15 

病院従事医師数 3,751 4,559 808 22 

人口10万対医師数 231.1 280.6 49.5 22 

診療所従事医師数 1,822 1,852 30 2 

人口10万対医師数 112.2 114.0 1.7 2 
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⑤ 山城北医療圏

・総人口は8,905人（-２%）減少しました。医療施設に従事する医師数は121人

（18%）増加しました。平成28年（2016年）の人口10万人当たり医師数は184人 

であり全国平均（240.1人）と比べて低いレベルにあります。人口10万人当た 

り医師数は20%増え、その伸び率は全国平均（16%）を上回っています。 

・病院医師は、99人（25%）増え、全国平均（20%）を上回る増加率、診療所医

師は、同期間に22人（８%）増え、全国平均（８%）と同程度の増加率となっ

ています。平成28年（2016年）の診療所医師割合は38%と、全国平均（34%）

を上回っています。

医師数の推移    （単位：人、％）

山城北医療圏 
平成18年 平成28年 平成18年→平成28年 

実数 実数 増減数 増加率 

総人口 445,333 436,428 -8,905 -2

医療施設従事医師数 682 803 121 18 

人口10万対医師数 153.1 184.0 30.8 20 

病院従事医師数 400 499 99 25 

人口10万対医師数 89.8 114.3 24.5 27 

診療所従事医師数 282 304 22 8 

人口10万対医師数 63.3 69.7 6.3 10 

⑥ 山城南医療圏

・総人口は7,994人（８%）増加しました。医療施設に従事する医師数は31人

（25%）増加しました。平成28年（2016年）の人口10万人当たり医師数は133人

であり、全国平均（240.1人）と比べて低いレベルにあります。人口10万人当

たり医師数は15%増え、その伸び率は全国平均（16%）を下回っています。 

・病院医師は、15人（28%）増え、全国平均（20%）を上回る増加率、診療所医

師は、同期間に16人（22%）増え、全国平均（８%）を上回る増加率となって

います。 平成28年（2016年）の診療所医師割合は57%と、全国平均（34%）を

上回っています。

医師数の推移    （単位：人、％）

山城南医療圏 
平成18年 平成28年 平成18年→平成28年 

実数 実数 増減数 増加率 

総人口 110,049 118,043 7,994 8 

医療施設従事医師数 126 157 31 25 

人口10万対医師数 114.5 133.0 18.5 15 

病院従事医師数 53 68 15 28 

人口10万対医師数 48.2 57.6 9.4 18 

診療所従事医師数 73 89 16 22 

人口10万対医師数 66.3 75.4 9.1 13 
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人口 10万人対医師数による京都府内二次医療圏の状況 

国の医師偏在指標における京都府内二次医療圏の状況 

参考：（国ガイドライン） 

医師多数区域・医師少数区域と医師確保の考え方 

医師多数区域
医師多数でも少数 

でもない区域

医師少数区域

（医師少数ｽﾎﾟｯﾄ含む）

定 義
医 師 偏 在 指 標 の 上 位

33.3%の属する二次医療圏 

医師多数区域でも少数区

域でもない二次医療圏 

医 師 偏 在 指 標 の 下 位

33.3%の属する二次医療圏 

二次医療圏 

（区域）

･他の二次医療圏からの 

医師確保は行わない。 

･医師少数区域への医師 

派遣も求められる。

必要に応じて、医師多数

区域の水準に至るまでは

医師多数区域からの医師

確保が可能

･医師の増加を基本

･医師少数区域以外の二

次医療圏から医師の確

保が可能
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２ 医師確保の方向性 

（１）全体の考え方

・医師偏在の状況に応じて医師確保対策を進められるよう、医師偏在指標を用いて

二次医療圏ごとに地域の実情に応じた具体的な医師確保対策を進めます。

医師偏在指標 

【京都式の医師偏在指標】   【国の医師偏在指標】 

［医師少数スポットの設定］ 

二次医療圏よりも小さな単位で、へき地医療や救急医療等の政策医療を担うため

の対策を必要とする地域を「医師少数スポット」として定め、へき地診療所周辺の

地域とします。  

 

医療圏 指 標 全国 
順位 区域  全国比* 

全国 239.8 100 

京都府 314.4 131 2 多数 

丹後 134.9 56  298 少数 

中丹   184.0 77 149 

南丹   166.4   69  206 

京都・乙訓   397.3 166    4 多数 

山城北   178.8 75 163 

山城南   141.5 59 285 少数 

医療圏 指 標 重点 
順位 全国比* 

全国 215.0   100 

京都府 286.5 133 

丹後 94.1    44 １ 

中丹   164.9 77 ４ 

南丹   141.1   66 ２ 

京都・乙訓   363.6  169 ６ 

山城北   186.8  87 ５ 

山城南   159.5  74 ３ 

＊全国を 100 とした場合の割合

通常の一般車両での移動時間

医療機関から市町字(あざ)の中心 

までのアクセス時間（車）の分布 

出典：京都府立医科大学 吉井健悟講師 
 「京都府医師確保計画検討資料」 
（ESRI 社のNetwork Analｙstを使用  
（平成 27 年国勢調査データ））

 [へき地診療所] 

  南丹市  ：南丹市美山林健センター診療所、 

美山健康会美山診療所 

  京丹波町：国保京丹波町病院和知診療所 

へき地診療所 

半径 4km 圏内 

～ 10 分 

～ 20 分 

～ 30 分 

30分以上 

［へき地診療所］ 

舞鶴市   ：舞鶴市民病院加佐診療所 

綾部市   ：市立中上林診療所、市立奥上林診療所 

福知山市 ：国民健康保険雲原診療所 

【中丹医療圏】 【南丹医療圏】
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